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要 旨

愛知県立一宮高等学校，岐阜県立岐山高等学校，岐阜県立大垣東高等学校によるハート

ピア安八高校生観測チーム『AstroHA』は，2009年7月22日に起きた皆既日食を鹿児島県

種子島にて観測した。本研究は皆既日食の時，空の明るさ変化を測定した太陽電池の電圧

の変化と比較した。その結果，皆既前後で空の明るさが大きく変化し，一様でないことが

分かった。なお，本研究は一宮高校ＳＳＨ重点枠の一環として行った。

１．はじめに

今年度の7月22日にアジア一帯で日本では46年ぶりの皆既日食が観測された。そこで，私

たちは，日食中の空の明るさの変化に注目し，太陽電池の電圧の変化を利用し，空の明る

さの変化を調べることにした。また，食分と電圧の変化から，食分と空の明るさを調べる

ことにした。

２．方法

【使用した器具】

・ 太陽電池（kenis 製） ・三脚

・ パソコン ・デジタルテスター

・ PC Link Plus (電圧を測るためのソフト)

【方法】

１．太陽電池を三脚の上に固定し，太陽電池と垂直

に棒を立て，太陽と真正面にするときの目安と

した（図１）。

２.9時30分から10時52分，11時34分から12時24分の

測定間隔60秒毎，10時54分から11時34分の測定間隔

３．結果

観測結果は，図２のとおり

である。さらに，図３は皆既

中の変化を示したものであ

る。図２で示されるとおり，

日食が始まって10時33分（食

分0.5）までは，電圧の変化
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図１ 太陽電池
1秒毎として測定を行った。
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はあまりなかった。その後，

皆既にかけて電圧が減少し，

特に10時44分（食分0.8）か

らは，比較的急な電圧の減少

が見られた。また，皆既の終

わりから11時13分（食分0.8

）にかけては，比較的急な電

圧の増加となり，11時41分（

食分0.5）からは，緩やかに増加した。

４．考察

日食中の明るさの変化について，以下の特徴が挙げられる。

・日食開始から食分が 0.5 までは，明るさには大きな変化が見られない。これは，この

間，太陽が月によって隠される面積が小さく（38.6％），隠されていない部分から放

たれる光の量が多いためであると考えられる。

・食分 0.8 から皆既にかけて，明るさが大き 8の場合は，

月によって隠される面積が 89.7％となり

太陽からの光の量が大きく減少したためで

・皆既中は，電圧の値がほぼ０を示す。ただ

近くは若干明るく，そこからの太陽光を感

このことから，明るさの変化は，太陽が月に

れる。

５．まとめ

今回の，日食の観測では，空の明るさは一様

される面積に大きく関係していることがわかっ

覆っていたため，日食中の本来の明るさの変化

とに，日食中の明るさの変化，特に面積変化に
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図３ 観測結果（皆既中）
く変化する。これは食分が 0.
，隠されていない部分が少なくなることで，

あると考えられる。

し，完全に０とならなかったのは，水平線

知してしまったものと考えられる。

隠される面積に影響を受けていると考えら

な変化ではなくその変化は，太陽が月に隠

た。ただし，今回の観測では，雲が全天を

を測定したわけではない。今回の観測をも

ついてモデル実験を行いたい。

末松芳法准教授，ハートピア安八天文台長

指導をいただきました。この場を借りて御
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